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前例のない試練と急速に
変化する環境の中で、
鍵を握るのは情報です。
2020年は歴史に残る年となるでしょう。 
 
新型コロナウイルス感染症の拡大により、私たちの生活はあらゆる場面で 
様変わりしました。それらの変化は、感染が終息した後にも長かったと感じるような、
忍耐を伴うものかもしれません。2020年、ファッション業界にとって、EC事業は、一つ
の販売チャネルから、企業のライフラインへと変化を遂げました。

このような課題の中で、最適解を選択し進んでいくためには、正確な情報の取得が大
変重要となります。 

私たちの大切なパートナー企業の皆様をサポートする上で、ファッション業界の状況
に光を当てることは、重要だと考えています。だからこそ、私たちが2020年の 
ファッション業界の動向と、新型コロナウイルスの影響に関するレポートを発表する
こととなりました。

本レポートの発表にあたり、Virtusizeのデータサイエンスチームが、2020年1月1日 
から12月31日までの、日本を代表するファッション小売店における5,000万件以上の
購入データを分析しました。そして、2019年と2020年のデータを比較し、激動の2020
年におけるトレンドや課題を明らかにしました。 

さらに詳しい情報やサポートが必要な方は、お気軽にご相談ください。 
私たちはいつでも、パートナー企業の皆様の成長をお手伝いします。

Andreas Ueno-Olausson, 
CEO at Virtusize
andreas.olausson@virtusize.com

お体に気をつけて、安全にお過ごしください
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Virtusize は、心から 
満足できるファッションとの
出会いを提供します。
Virtusize は、ファッションECサイトが抱えるサイズに関する課題に応える
テクノロジー企業です。私たちは、消費者が自分の身体情報や 
オンライン上のワードローブ機能を活用して自分らしいサイズ感の 
ファッション商品を見つけることができるよう、サポートしています。

私たちはオンライン試着サービス 
「バーチャサイズ」を提供してきました。 

バーチャサイズはいまや、日本や韓国、 
そして世界で、オンラインサイズ 
フィッティング市場を牽引する存在と 
なっています。150社を超える大手 
ファッション企業様と緊密な 
パートナーシップを結ぶことで、日本最大
のファッションデータを所持する企業とし
ての地位を築いてきました。

バーチャサイズのユーザーは3,000万人を 
超え、1万以上のブランド、1,500万件以上
の商品で「バーチャサイズ」を利用いただ
いています。現在、日本でのファッションEC
購入の20％以上を追跡しており、すでに2
億件以上の購入データを蓄積しています。

本レポートでは、私たちが持つ膨大な 
データの一部を利用し、日本の 
ファッションEC業界の動向を分析します。

より詳細な情報をご希望の方は
virtusize.jpへアクセス、
もしくは以下へご連絡ください。
nao.nomura@virtusize.com

私たちは現在、日本のファッションEC購入の
20%以上に関わっており、2億件以上の 

購入データを蓄積しています。
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ECファッション市場が成長
を続ける中でも、新型 
コロナウイルス感染症の 
影響で消費者の購買行動
は変化しています。

感染症が流行した2020年においても、ECファッション市場は前年比で15%
増と堅調な成長を遂げました。

以下に、新型コロナウイルス感染症が流行した2020年における、日本の
ファッション業界の主要なトレンドの調査結果を概略します。

新型コロナウイルス感染症拡大により、週末のオンラインショッピングが減
少すると予測されていましたが、消費者が週末にオンラインショッピングを
利用する傾向は、2020年にさらに強まりました。

新型コロナウイルス感染症の流行はファッションECの売上に影響を与える数多くの要因の 
一つであり、相関関係は因果関係と同等ではなく、また感染症による影響の正確な範囲に 
ついては判断を保留します。

財布・バッグ・クラッチといったファッション小物は2020年の大ヒット商品で
す。オンラインで気軽に購入でき、タイムレスで高い満足度の得られるこれら
のアイテムは、混乱の渦中でも安心して購入できることが証明されました。

平均購入単価の増加が見られましたが、これは購入された商品の全体的な
価格上昇によるものでしょう。

2020年は、日中と夕方のオンラインショッピングが増加し、早朝と深夜の 
ショッピングが減少しました。
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ファッションECの売上高は、 
ファッション業界にとって歴史的に
困難な年であった2020年において
も、15％の堅調な 
伸びを示しました。

実店舗でのファッション商品の売上高は、2020
年に世界および日本で20〜40％減少しました
が、ファッションECの売上高は引き続き増加 
しました。

日本のECファッションは従来より年平均10%
〜15%の成長を遂げており、2020年における
15%の成長は依然として高い水準にあります。
しかし、重要な点は、実店舗での売上高が約 
30％減少する中で、2020年にファッションEC 
売上高の比率が爆発的に増加したことです。 
現在、ファッションEC売上は日本のファッション
売上全体の約25％を占めており、これは2019
年から約2倍になっています。

月間のファッションECの売り上げ,  
2020 vs 2019
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2020年、私たちのパートナー企業の 
平均商品価格は、5.9%上昇しました。

新型コロナウイルス感染症の流行により、2020年にファッションECでの購入数が増えることが予想され、
実際に購入数は増加しました。しかし興味深いことに、消費者は少し高価な商品も購入しており、購入 
された平均商品価格は5.9％上昇しています。これは、商品価格が高い傾向にあるファッション小物を、 
より多く購入する消費者が増加したことが要因だと考えられます。この傾向について、カテゴリー分析 
でさらに検討します。

+5.9%
平均商品価格

Online fashion order values in 2020 compared to 2019

-1.0%
平均購入数

+5.0%
平均購入単価
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早朝と深夜のオンラインショッピング
が減少しています。  
より良いワークライフバランスを示唆
しているのでしょうか？ 
2020年は、消費者が日中と夕方のオンラインショッピングを好む 
ようになった変化が見られます。 

夕食後の時間帯は、2019年に引き続き最も頻繁にオンライン 
ショッピングが行われる時間ですが、早朝や深夜の時間帯の売上
高が明らかに減少していることがわかります。代わりに、消費者は
日中により多くのファッションショッピングを行う傾向にあり、午前
11時から午後10時までのすべての時間において、前年と比べて 
購入のシェアが増加しています。

通勤時間や勤務時間の変化に加え、日中に自宅で過ごす時間が 
増えると、消費者は一日の早い時間にオンラインショッピングを 
するようになる可能性があります。

時間ごとのファッションEC売り上げ 
比率（2020年）

前年同期比
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ファッションECの消費者たちは、 
週末のショッピングを好みます。

2020年における週末のオンラインシ 
ョッピングは、引き続き堅調です。 

消費者によるオンラインショッピングは実店
舗でのショッピングと同様に、従来より週末
に集中しています。

新型コロナウイルス感染症拡大により、週末
の購入が減少すると予測されていましたが、
消費者が週末に買い物をする傾向は、2020
年さらに強まりました。 

金曜日・土曜日・日曜日において、 
ファッションEC売上シェアが高まっています。

曜日別のファッションEC売り上げ比率
（2020年） 前年同期比
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満足度を高め、手軽にオンラインで 
購入できるファッション小物が2020年
の大ヒット商品です。
感染症流行の中で、ファッションECにおける主な2つのトレンドを発見しました。
 
一つ目は、バッグ・財布・クラッチといったファッション小物類の売上が後押しされたことです。 
これらのカテゴリーは、従来よりオンラインで簡単に購入でき、さらに消費者の満足感を高める商品でも
あります。 
もう1つの興味深いトレンドとして、ドレス・スカート・コートといった女性の 
フォーマルウェアの売上高の減少が挙げられます。対照的に、Tシャツやトップスなどのカジュアルウェアの
売上高は大幅に増加しました。

+46% 
財布

+21% トップス 
+20% パンツ 
+14% Tシャツ

+20% 
バッグ

+36% 
クラッチバッグ

+12% セーター
+10% ショーツ
+5% チュニック

-28% コート
-17% ドレス
-8% スカート

2020年のファッションECにおける各カテゴリーの成長率 (2019年比)
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これらのデータは、将来の
ファッションEC業界にどの
ような意味を持つの 
でしょうか。

2020年はファッション業界全体に、予期せぬ、そして歴史的に前例のな
い挑戦をもたらしました。 

感染症の流行は、より多くの消費者がオンラインショッピングを利用する
きっかけにもなりました。

ファッション商品購買の最も大きな変化は、誰もが予測していたこと 
でした。消費者の主要な買い物場所が変化し、実店舗の売上が大幅に 
減少する中で、ファッションECが成長しました。
 

これにより、ファッション業界全体の売上高におけるファッションECの割
合は、1年で2倍になり、約12％から約25％に上昇すると推測しています。 

しかし、日本におけるファッションECの売上高の割合は、欧米の現在の
水準を大幅に下回っており、これらの変化は日本のファッションEC市場
の拡大に向けた始まりに過ぎないと予想しています。

また、購入場所以外にも消費者行動に変化があったことが 
わかりました。例えば、購入行動をする時間帯について、消費者は日中の
幅広い時間帯にオンラインショッピングを行い、早朝や深夜の購入行動
が減少しました。 
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また、消費者が購入する商品についても、予想通りの変化と驚くべき変化
の双方が見られました。 

ワンピース・ドレス・コートなど、家の外でよく着用されるファッション 
アイテムの需要が落ち込み、Tシャツ・トップス・パンツといった、家で着用
されるアイテムの需要が増加したことは、想像に容易いでしょう。

しかし多くの消費者は、家にいながらオンラインで手軽に購入できる、 
満足度の高い商品を好む傾向あり、バッグや財布といったファッション 
小物の売上高が伸びる傾向が見られました。

消費者の需要は変化し続け、かつ新しい消費者がオンラインショッピング
を利用するようになるため、小売業者は消費者のニーズを理解し、 
それに応え続けていかなければなりません。 

より良いショッピング体験やサービスへの期待は今後も膨らむこと 
でしょう。最近オンラインショッピングを利用し始めた消費者にとっては、
購入前に適切なガイドがあるかどうかが重要になります。 

フィッティングサービスからファッションディスカバリーまで、私たち 
Virtusizeが提供するサービスは、刻々と変化する日本のファッション業界
を切り開くものであり続けると確信しています。

次世代のショッピング体験を共に築いていくために、将来にわたって 
パートナー企業の皆様のファッションEC事業をお手伝いできることを 
非常に楽しみにしております。



いつでもお気軽にご連絡ください。 
みなさまが無事に過ごさせれることを願っております。


